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するものであったが、今回の活動を通じて、コウモリの生態の多様性を認識することができた。コウモリ

の保有するウイルスの集中的および継続的な調査は、 旧世界の大規模コロニーを形成するコウモリ種を

中心に実施されている印象がある。実際、今回捕獲したヘラコウモリ科は、新世界にのみ生息する小規模

コロニー形成型のコウモリだが、これまで狂犬病ウイルス、アルファコロナウイルス、ガンマヘルペスウ

イルスが検出されているものの研究報告数は非常に少ない。 これは、 コウモリの捕獲のしやすさによる

バイアスである可能性もあるが、 大規模コロニーを形成する種の方が集団内でウイルスを維持可能なの

でレゼルボアとして機能しやすい可能性もある。 コウモリの生態とレゼルボアとしてのポテンシャルの

関連を明らかにするような研究は非常に興味深いと思う。 また、 他の地域と比較して南米のコウモリ研

究コミュニティは貧弱であるとの情報も得たので、 今後機会があれば共同研究等で参画したい。

•今後のキャリアパスを考える上でどのようにプラスになったか。

私は、大学または研究機関の研究者として、疫学研究から基礎研究の統合的的なアプローチで、人獣共

通感染症の制圧に貢献するキャリアパスを希望している。新興·再興感染症の先回り戦略の中で、野生動

物の保有するウイルスの調査は重要であるため、 可能であればコウモリ等の野生動物の保有する人獣共

通感染症ウイルスに関する調査をサブテーマとして継続したいと考えている。 今回学習したコウモリの

生態学および非侵襲的なサンプリング手法は、 今後、 フィ ールド調査を実施する上で非常に役立つ。 ま

た、 生態学という異分野の研究者や地元の協力者と英語でコミュニケーションをとり、 協力して調査活

動を実施した経験は、 これから学際的・国際的な研究を推進する基礎となる。

・後輩へのアドバイス

①コウモリの生態学的調査に興味のある学生に対しては、、本インタ ーンシップ先を進める。 他にも、

アメリカおよびイギリスのコウモリ研究コミュニティがインタ ー ンシップを受け入れているが、費用が

高額であうたり、 COVID-19の影響で受け入れを休止していたりする。

②インタ ーンシップ計画の初期段階からWISEオフィスと綿密に連絡を取る。·

③貯金をしておく。宿泊費やワクチン接種費、海外旅行保険料等の高額費用等（渡航期間にもよるが）

30万円程度を一 時的に立て替える必要があった。 今日の円安情勢もあり、 渡航地域によっては、 宿泊

費やPCR検査の上限超過分や食費等である程度の自己負担が必要であると見込まれる。
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